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潮岬海底谷に沿って露出する南海付加体OOST帯の地質現象

The Nankai OOST zone exposed along the Shionomisaki Submarine Canyon
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潮岬海底谷に沿って露出することが期待される out-of-sequence thrust (OOST)帯の地質学的現象を観察することを目的
として、海洋研究開発機構の支援のもと複数年度にわたり「しんかい 6500」による 4回の潜航調査を行った。潮岬海底
谷は、南海付加体中に５列ないし６列にわたって東西方向に延長するリッジを深く（比高 1,000 m程度）浸食している。
地震波探査により明らかにされた熊野海盆南縁に発達する OOST帯の西方延長は、海溝側から５列目のリッジ前縁部に
沿って発達していると考えられる。4回の潜航調査（YK00-08 6K#579および YK05-08 6K#889：観察者：安間、6K#890：
観察者：小川、6K#891：観察者：Moore）は、海底谷東側斜面の急崖に大規模に露出する南海付加体露頭をトラバース
するように行い、第５列目リッジ断面のほぼ全域をカバーするように地質構造と独立栄養生物群集の分布状況を観察し
た．ここでは，潜航調査による観察結果と採取された岩石・生物試料の特徴を報告する。主な結果は以下の通りである。

1.潮岬海底谷には谷底を横切る地形的な高まりが存在する。この高まりの下流側斜面で露頭が確認された。この地形
は堆積性のものではなく、断層などの活構造の運動によって形成されたことが示唆される。

2.リッジ断面には 3 Maに遡る砂岩優勢のタービダイト層が広範囲に分布しており、南傾斜が卓越する褶曲構造が見ら
れる。上位の一部は礫岩に覆われている。採取されたタービダイト試料からは、black seam、web structureなど、流体移
動をともなう変形を示唆する構造が多数確認された。

3.針貫入試験から見積もった圧縮強度は、リッジ中央の構造的中心部に強度の著しく高い岩石が露出することを示す。
高強度の岩石は強度の低い岩石に挟まれるように分布しており，地層の繰り返しが予想される。

4.リッジは東西方向に延長する小規模なガリーによって深く浸食されている。ガリー底の堆積物上には上流から運ば
れてきたデブリ堆積物とともに、シロウリガイの生息が頻繁に確認された。冷湧水の活発な湧出を示唆しており，東西
方向のガリーはOOSTの派生断層が浸食された可能性が高い。シロウリガイコロニーは黒潮リッジの南縁でも確認され、
OOSTの位置を示すものと考える。

5.リッジ北縁にも比較的大規模なシロウリガイコロニーが確認された。Antithetic faultが存在するものと思われる。


